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Ⅴ．特記事項 

1.充実した臨床実習を可能にする 8つの附属病院 

 全学部すべての学生が本学附属病院にて臨床実習を行えるよう、8 つの附属病院を設置

している。この 8 つの附属病院で総病床数 3,246 床（令和 3 年 5 月 1 日現在）があり、日

本で屈指の病床数を誇る。多様な附属病院を有することによって、薬学部の学生が病棟の

ベッドサイドで実習を行える、医学部の学生が精神疾患の患者と接する機会を持つ等の幅

広い実習を可能としている。他にも病床数が多いことで、実習を通し学修する病態も多様

であり、広範な知識を得ることや、様々な患者・家族の心理・社会的な背景を知ることの

一助となっている。また、現役の医療従事者が「臨床教員」として指導を行うことから、

いわゆる実務家教員のような最先端の技能や知識をもって、それを教授している。そのよ

うな体制が英国の高等教育機関情報誌 Times Higher Education における世界大学ランキ

ング 2021 の「教員 1 名当たりの学生数」の項目において、世界第 9 位にランクインする

ことを可能にしている。学生は、この 8 つの附属病院での様々な臨床実習を通して各職種

の役割と専門性、医療チームの連携を理解するとともに、患者の思いや生命の尊さを実感

することで高い目的意識を持ちながら学ぶことができている。 

 

2.学生の生活や学修の継続を支援する昭和大学独自の奨学制度  

学生に経済的理由による進学や学修継続をあきらめさせないため、様々な昭和大学独自

の奨学制度を設け、支援している。例えば、入学時における一般選抜入試（Ⅰ期）の上位

合格者の初年度の授業料を免除する「昭和大学特待制度」、入学後における、就学困難な学

生に学資を貸与する「学校法人昭和大学奨学金」を設け、支援している。卒業後に本学の

一員として、教育・研究に従事し、本学の発展に貢献する人材を育成するため 5 年次、6

年次の授業料相当額を給付する「昭和大学医学部特別奨学金・歯学部特別奨学金・薬学部

特別奨学金」も設けている。また、海外研修においても多くの学生が国際的な交流の機会

を得られるよう、2 週間以上の研修に対し「海外実習・研修奨学金制度」を設け、学生が

国際的な視野に立ち幅広い知見が得られるよう支援している。更に、令和 3(2021)年度よ

り新たに「シンシアー奨学金」の給付を始めた。これは、本学の使命である社会に貢献す

る優れた医療人の育成を目的とし、2・3・4 年次の授業料相当額を給付するものである。

このように様々な昭和大学独自の奨学制度を設け、学生の学修の継続を支援している。 

 

3.先進的な研究を推進する組織体制 

 研究活動の更なる活性化を図ることを目的に、平成 31(2019)年 4 月に昭和大学統括研究

推進センター(SURAC)を設置した。SURAC には 4 つの部門があり、臨床疫学・生物統計

セミナー等の開催による教育や研究デザインに関するコンサルテーション等の相談対応を

はじめ、厚生労働大臣認定の「学校法人昭和大学臨床研究審査委員会」の運営、特許等の

知的財産の事業化・実用化の推進等を行っている。また、新たな試みとして、本学が有す

る 8 つの附属病院すべてに臨床研究の支援業務を行う臨床研究アドバイザーを設置した。

これにより SURAC での支援が拡大され、研究活動の活性化が促進された結果、令和

2(2020)年度文部科学省における科学研究費助成事業では私立大学における採択件数は第

12 位にランキングしている。 


